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デジタルプランニングで
補綴主導型インプラント治療を実現する
診断から補綴までを繫ぐ新しいワークフロー

大阪府・デンタル．バイオビジョン㈱
歯科技工士

　近年、口腔内スキャナー（IOS）や CBCT

の普及により、インプラント治療においても

デジタルワークフローが急速に浸透している。

とくに安全性と予知性の向上を目的としたコ

ンピュータガイデッドサージェリーは、多く

の歯科医院で導入されるようになった。

　一方で、インプラント治療の最終目的は単

なる埋入ではなく、機能性・審美性に優れた

補綴装置を長期的に安定して維持することで

ある。そのためには骨量だけを基準としたプ

ランニングではなく、最終補綴装置から逆算

した補綴主導型の治療計画が求められる。

　今回紹介する「exoplan」（デンケン・ハイ

デンタル）は、exocad 社が開発したインプ

ラント埋入計画、およびサージカルガイド設

計ソフトウェアである。DentalDB（exocad

において、患者のデータや歯科技工のオーダ

ー情報を管理するデータベースおよび管理ア

プリケーション）との高い親和性を有し、診

断・埋入計画・サージカルガイド設計・プロ

ビジョナルレストレーション製作・最終補綴

設計までを一連のデジタルワークフローとし

て構築できる点が大きな特徴である。

　本稿では、exoplan の基本情報と特徴を紹

介するとともに、実際の症例を通してその臨

床的有用性について解説する。

	exoplan の概要

　exoplan は2017年にリリースされたインプ

ラントプランニングソフトであり、2025年

秋には日本国内で「exoplanDB 3.1 Rijeka」

の販売が開始された。

　多くのインプラントプランニングソフトが

CT ベースで設計されているのに対し、

exoplan は CAD ソフトウェアである exocad

をベースとして開発されている。そのため視

覚的にわかりやすく、直感的な操作が可能で

ある。

　また、主要インプラントメーカーのライブ

ラリを多数搭載しており、実際の補綴コンポ

ーネントを考慮したプランニングを行うこと

ができる（図１）。
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	exoplan のおもな特徴

　第一の特徴は、補綴主導型プランニングが

容易な点である。exoplan ではトゥースライ

ブラリを用いた歯冠設計が可能であり、さら

に DentalDB と連携することで、最終補綴装

置を想定した埋入計画を立案できる。

　第二の特徴は、高精度なデータマッチング

機能である。CT メッシュ編集機能や特定領域

マーク機能を活用することで、DICOM（医療

データの標準規格）データと IOS データの重

ね合わせ精度を高められる。とくに前歯部や

抜歯即時埋入症例では、この精度が治療結果

に大きく影響する。また、デュアルスキャンプ

ロトコル（CT データ同士の重ね合わせ）によ

るプランニングも可能である（図２）。

　第三の特徴は、診断情報の可視化である。

骨密度、インプラント軸方向、エマージェン

スアングルなどがリアルタイムで数値表示さ

れるため、客観的な判断が容易となる（図３）。

　第四の特徴は、DentalShare との連携であ

る。DentalShare を活用することで、歯科医

図❶　主要インプラントメーカーのライブラリが多数搭載されていることで、実際の補綴コンポーネントを考慮
したプランニングを行える

図❸　骨密度、距離、エマージェンスアングルが可視化、数値化さ
れる

エマージェンスアングルの可視化骨密度表示

図❷　デュアルスキャンプロトコル。ラ
ジオグラフィックガイドのデータをその
ままガイドとして使用するか、粘膜部の
みを使用するかを選択可能
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院と歯科技工所間で症例データをクラウド共

有できる。診断からガイド設計、補綴設計ま

でを遠隔で連携できるため、チーム医療を推

進するうえで有効なツールとなる（図４）。

	【症例１】歯科矯正治療とインプ
ラント補綴を併用した包括的治療

　本症例では、歯科矯正シミュレーションと

インプラント治療を組み合わせた包括的治療

を行った。

　まず exocad 上でデジタルセットアップを

行い、理想的な歯列位置を決定した。その後、

Smile Creator を用いて顔貌写真との重ね合

わせを行い、審美性を考慮したデザインを製

作した（図５、６）。

図❻　Smile Creator で写真と術前データを重ね合わせることで、デザイン後の顔貌との調和を確
認できる

図❹　DentalShare
を活用すると、相互
のデータ受け渡しが
容易となる

図❺ａ　術前の IOS データ 図 ❺ ｂ　exocad で セ ッ ト ア ッ プ と Digital 
Diagnostic Design を行った
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図❼　下顎のデザイン前後。デザイン後のデータを顎堤と一体でエクスポート
し、スタディモデルデータとして exoplan にインポートする

図 ❽ ａ　exoplan で
DICOM データと重ね
合わせる

図❽ｂ　左右とも下顎管の設定を行う 図❽ｃ　左右側インプラントプレースメント

　完成したセットアップデータを利用して、

最終補綴装置から逆算したインプラントプラ

ンニングを実施した。

　一般的な骨主導型プランニングでは、埋入

後に補綴設計の自由度が制限されることがあ

る。しかし本症例では、補綴設計を先行させ

ることで理想的な咬合関係と審美性を確保し

た状態で埋入位置を決定できた（図７、８）。

　また、DentalShare を利用して歯科医院と

歯科技工所間でデータ共有を行い（図４）、

歯科医師による承認後にガイド設計を進めた

（図９〜12）。このワークフローにより、治

療計画の共有が容易となり、診断の質向上に

も寄与した。

図❾　DentalShare を介して埋入計画済のデータを歯科技工所（ラボサイド）で
受け取り、サージカルガイドの設計を行う。DentalShare を活用するとデータ共
有をスムーズに行える
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図�　プランニングに基づいた埋入後のパノラマ X 線写真

図�　埋入時に使用したサージカルガイ
ドを装着したところ。計画に沿った埋
入が行われていることがわかる

図�　診断に基いた位置関係で、左右側
に４本埋入後

仮想抜歯

図�　抜歯即時埋入のため、exoplan 上で仮想抜歯を行う

症例２

	【症例２】上顎前歯部抜歯	
即時埋入

　前歯部の抜歯即時埋入では、骨内ポジショ

ンだけではなく、軟組織形態の獲得が極めて

重要である。

　本症例では、exoplan 上で仮想抜歯を行い、

最終補綴装置を想定した歯冠設計と埋入シ

ミュレーションを実施した（図13〜17）。

　その後、プランニングデータを DentalDB

へ転送し、カスタムヒーリングアバットメン

トおよびプロビジョナルレストレーションを

設計した。
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　とくに前歯部ではティッシュマネジメント

が重要であり、サブジンジバルエリアの形態

設計が最終的な審美性を大きく左右する。

　カスタムヒーリングアバットメントによっ

て軟組織形態をコントロールし、その後プロ

ビジョナルレストレーションによって歯頸ラ

インを微調整することで、自然な歯肉形態を

獲得できた（図18、19）。

　このように exoplan は単なる埋入計画ソフ

トではなく、補綴治療までを見据えた包括的

図�　エマージェンスラインアングルなどの距離や角度を数値化できる

図�　範囲設定をより絞り込むことで、骨データと
口腔内スキャンデータの重ね合わせ精度が向上する

図�　exoplan でもクラウンデザインは可能

図�　ガイドクリエーターは設計の
自由度が非常に高い
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な診断ツールとして活用できる。

◉

　デジタル技術の進歩により、インプラント

治療はアナログ的な補綴主導からデジタル診

断主導型治療へと変化している。

　exoplan は DICOM データと IOS データを

統合し、補綴主導型のインプラントプランニ

ングを実現できる数少ないソフトウェアであ

る。さらに DentalDB や DentalShare との連

携により、診断から補綴までを一つのデジタ

ルワークフローとして構築することが可能と

なる。

図�　スクリューリテインジルコニア上部構造セット時

　今後、インプラント治療においては歯科医

師と歯科技工士が同じデータを共有しながら

治療計画を立案するチームアプローチがます

ます重要になると考えられる。exoplan はそ

の中心的なプラットフォームとして、大きな

可能性を有している。

図�　カスタムヒーリングアバットメントの製作（上段）。その後、インプラントプ
ロビショナルの製作（下段）時はサブジンジバルカントゥアを調整し、唇側歯頸ラ
インは反対側よりややアンダー気味にしておく
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